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　2018年度に加茂地区生物多様性調査データベースの取りまとめが行われ，その成果報告としての「守りたい加茂の豊かな自然」が出版された．その後も追加調査は継続されており，2019年から2022年までの4年間の追加データの概要については，美濃加茂市民ミュージアム紀要第22集に「2019-2022年の加茂地区生物多様性調査報告」としてされている．
　2023年以降も継続調査は行われ，2023年度には現地調査のデータとして1039件の追加と，主に植物のデータの見直しによる修正が行われた．
　2024年には，さらに現地調査のデータ951件が追加され，加茂地区生物多様性調査のデータベースの登録件数は合計32422件となった．2024年調査によって新たに発見された種について，以下に記す．

●種子植物の加茂地区追加記録種
　2024年の調査によって，加茂地区で新たに10種の外来植物と7種の在来植物の記録が得られた．
＜2024年初記録の外来種＞
イネ科			フシネキンエノコロ
イネ科			ホウキヌカキビ
クサスギカズラ科	オオアマナ
クサスギカズラ科	ムスカリ
トウダイグサ科		ニセシマニシキソウ
トウダイグサ科		ハイニシキソウ
ナデシコ科		イトツメクサ
ナデシコ科		イヌコモチナデシコ
ナデシコ科		キヌイトツメクサ
ナデシコ科		ヌカイトナデシコ
＜2024年初記録の在来種＞
イネ科		　　　　オオエノコログサ
イラクサ科	　　　　ミヤマイラクサ
イラクサ科	　　　　ムカゴイラクサ
スミレ科	　　　　ヒメミヤマスミレ
バラ科		　　　　チョウジザクラ
ラン科	　　　　　	エンシュウムヨウラン
ラン科		　　　　ヤクシマツルアリドオシラン
●APG対応加茂地区植物目録の更新
新たに記録された植物を加え，加茂地区の植物目録を更新した．

●鳥類の初記録種
　鳥類については，2025年1月までの記録がまとめられた．その中において，これまでは八百津町史に記載されているのみで，本調査では初記録となるホオアカの分布が富加町で確認された．



